
（
１
）
は
じ
め
に

　
多
く
の
活
動
が「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
坂

道
を
転
げ
落
ち
る
よ
う
に
、
こ
と
ご
と

く
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

日
常
生
活
に
も
大
き
な
制
約
を
、
ど
な

た
が
予
測
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
ら
の
自
粛
要
請
に
よ
り
運
動
不

足
に
な
っ
て
、
身
体
活
動
や
社
会
参
加

の
機
会
が
減
少
し
、
免
疫
力
低
下
、
筋

肉
量
の
減
少
で
「
健
康
２
次
被
害
」
が

起
こ
り
や
す
く
な
って
い
ま
す
。

　
ま
た
、
超
高
齢
社
会
進
行
中
に
て
厚

生
労
働
省
の
調
査
で
も
75
歳
以
上
の
５

人
に
１
人
が「
要
介
護
」
と
い
う
統
計

も
あ
り
「
介
護
」
の
ニ
ー
ズ
が
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。

（
２
）
そ
こ
で
『
長
沢
壮
寿
の
里
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』
さ
ん
が
、
日
常

の
ク
オ
リ
ティup

を
目
指
す
フ
ロ
ン
ト

ラ
ン
ナ
ー
の
た
め
に
、「
３
密
防
止
に
留

意
し
て
」
お
招
き
し
た
「
日
本
ポ
ー
ル

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会
」
の
柴
﨑
加
代
子

先
生
（
介
護
予
防
運
動
指
導
員
・
看
護

師
）
か
ら
、
誰
も
が
『
往
く
道
』
の
高

齢
者
の
身
に
な
って
、
時
に
は
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
の
熱
血
ご
指
導
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ス
タッ
フ
・
民
生
委
員
・

一
般
高
齢
者
、
計
16
名
。

（
３
）ポ
ー
ル
ウォー
キ
ン
グのメ
リット
！

①
両
手
に
ポ
ー
ル
を
持
っ
て
歩
く
こ
と

で
⇩
上
半
身
の
筋
肉
が
動
員
さ
れ
る
こ

と
〜

②
姿
勢
が
良
く
な
り
歩
幅
が
広
が
り
⇩

脚
（
下
半
身
）
の
筋
肉
の
活
動
も
活
発

に
な
って
転
び
に
く
く
な
る
こ
と
。

③
体
の
ね
じ
れ
動
作
が
加
わ
っ
た
、ロ
ー

リ
ン
グ
歩
行
に
よ
り
身
体
機
能
の
向
上

や
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
こ
と
。

（
４
）高
齢
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ

①
馬
齢
を
重
ね
た
筆
者
も『
老
い
は
足

か
ら
』と
ご
多
分
に
も
れ
ず「
老
化
」が

進
み
、現
状
は
歩
幅
の
狭
い「
ヨ
チ
ヨ
チ
」

歩
き
だ
け
に
ポ
ー
ル
は
実
用
的
な『
ケ

ア
用
品
』と
感
じ
ま
し
た
。

②
ポ
ー
ル
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、カ
ラ
ダ
へ

の
負
担
は
少
な
く
何
時
で
も
、手
軽
に
、

ム
リ
の
な
い
範
囲
で
愉
し
み
な
が
ら
歩

け
ま
す
。

③
い
つ
も「
一
筆
書
き
」歩
き
を
心
掛
け

て
い
ま
す
が
、こ

れ
か
ら
は
歩
き

や
す
い
シ
ュ
ー

ズ
と
と
も
に

『
ポ
ー
ル
』が
貴

重
な
選
択
肢
の

ひ
と
つ
に
な
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

長
沢
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
リ
ポ
ー
タ
ー　
長
谷
川
武

ポ
ー
ル
ウォー
キ
ン
グ
体
験
教
室
に
参
加
し
て

〜
全
て
の
人
に
、健
康
で
前
向
き
な
ラ
イ
フ
ス
タイ
ル
を
〜

令
和
３
年
11
月
25（
木
）午
前
10
時
〜
12
時

長
沢
自
治
会
館
⇩
長
沢
諏
訪
社・境
内

長沢地域フロサポ 長沢商店会
　1月30日(日)に長沢地域の川崎フロンターレサポー
ターさんの協力で、川崎フロンターレ26周年（フロ=風
呂）特別バージョンのタペストリーの付け替え作業を
行った。

　長沢商店会が管理
している、東長沢から
西長沢のバス通りの
外灯など10本。
　高所作業で危険も
あり、慎重に作業をす
すめた（万全を期する
ため保険加入済）。
　”参加者から地域の
手伝いが出来て嬉し
かった。””今後もお手
伝いしたい”とあたた
かい声をいただいた。
　今後もサポーター
さんと連携していきた
いなぁ（原山会長）。

コロナ感染拡大を考慮し少人数、屋外、飲食無しで開催!!

　
長
沢
地
域
で
は
じ
め
て
の
開
催
と
な

る「
ジュニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会
」を
秋
に
計

画
し
た
の
で
す
が
、コ
ロ
ナ
禍
で
延
期
と

な
り
ま
し
た
。

　
現
在
、年
度
内
の
開
催
に
向
け
て
、グ

ラ
ン
ド
を
提
供
し
て
い
た
だ
け
る
百
合

丘
高
校
さ
ん
と
調
整
中
で
す
。

　
開
催
に
向
け
て
、長
沢
地
域
の
企
業

さ
ん
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
ま

す
の
で
ご
報
告
し
ま
す
。

開
催
情
報

長
沢
杯
ジ
ュニ
ア
サ
ッ
カ
ー
大
会

協
賛
企
業
さ
ま

▼
川
崎
信
用
金
庫　
長
沢
支
店

▼
Ｊ
Ａ
セ
レ
サ
川
崎　
長
沢
支
店

▼
長
沢
商
店
会

▼
末
吉
商
事
株
式
会
社

▼
と
ん
か
つ
武
信

▼
ト
ー
ヨ
ー
エ
ス
テ
ー
ト

▼
Ａ
Ｓ
Ａ
南
生
田

▼
高
橋
工
務
店

企
業
の
み
な
様
ご
支

援
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

開
催
につ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染

状
況
で
判
断
い
た
し
ま
す
。

※順不同・敬称略

　
自
治
会
か
ら
の
お
願
い
と
し
て

は
、コ
ロ
ナ
禍
で
自
粛
生
活
が
続
き
、

精
神
的
に
も
身
体
的
に
も
弱
っ
て
い

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
室
内
で
出

来
る
体
操
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る
な

ど
体
を
動
か
す
工
夫
を
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
し
て
、
電
話
で
か
ま
わ
な
い

の
で
お
友
だ
ち
や
お
知
り
合
い
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

　
前
向
き
な
話
題
で
楽
し
く
会
話

す
る
こ
と
は
、
心
の
ビ
タ
ミ
ン
剤
に

な
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
す

が
、
楽
し
く
暮
ら
す
工
夫
を
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
と

思
って
い
ま
す
。

　
実
際
、
日
常
生
活
の
中
で
緊
急

事
態
の
時
に
は
、
他
人
で
あ
っ
て
も

親
し
く
し
て
い
る
人
や
近
く
に
い
る

人
の
方
が
助
け
に
な
る
こ
と
が
多
い

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
日
頃
の
ご
近
所
ど
う
し

の
関
係
も
大
事
な
の
で
は
と
あ
ら
た

め
て
痛
感
し
ま
す
。

　
「
向
こ
う
三
軒
両
隣
」
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
っ
て
い
ま
い
ち
ど
お
考
え
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
自
治
会
に
あ
って
は
、
情
報
発
信

を
大
切
に
考
え
、
回
覧
板
や
掲
示

板
な
ど
を
利
用
し
て
、
会
員
の
皆
さ

ん
に
情
報
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
自
粛
生
活
で

も
地
震
、大
雨
な
ど
の
災
害
は
、待
っ

て
は
く
れ
ま
せ
ん
。
災
害
時
の
備
え

で
あ
る
、
災
害
備
品
や
非
常
食
を

充
実
さ
せ
る
よ
う
に
自
治
会
と
し
て

対
応
し
て
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
自
治
会
活
動
への
ご
理

解
と
ご
協
力
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
な
か
な
か
収
束
し
な
い
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
か
ら
、
誰
も

が
想
像
で
き
な
い
世
の
中
に
な
り
閉

塞
感
が
増
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
、
中
止
、

延
期
、
縮
小
や
オ
ン
ラ
イ
ン
に
変
わ

り
ま
し
た
。

　
自
治
会
活
動
も
中
止
の
イ
ベ
ン
ト

が
増
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
って
、「
遠

く
の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」
と
い

う
こ
と
わ
ざ
を
肌
身
に
感
じ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長沢自治会　
▶地域
　長沢１～４丁目
　南生田２～５丁目
　三田５丁目
　西生田５丁目
▶加入世帯数
　2,550 世帯
－－－主な年間行事－－－

○長沢納涼盆踊り大会
○長沢交番地域防犯連絡協議会
○日本赤十字献血運動
○長寿者に祝い品贈呈
○生田地区親子運動会
○秋の日帰り旅行
○防災訓練
○夜警防犯パトロール
○新春の集い

【資源回収】
　毎月第３水曜日　
　▶新聞紙、ダンボール…
※毎月会員には、回収日と添付用紙を

　　　配布。添付して玄関前に出す！！

「
安
全
で
安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
の

第
一
歩
は
、
お
隣
と
気
軽
に
あ
い
さ
つ
し
、

声
を
か
け
あ
う
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
防
災
、
防
犯
、

ご
み
収
集
な
ど
生
活
に
密
着
し
た
課
題
も

数
多
く
あ
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
町
内
会
・
自
治
会
に
加
入
し

て
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
一
緒
に
考

え
ま
せ
ん
か
。

▼
お
問
合
せ
区
役
所
地
域
振
興
課

　
多
摩
区
☎
９
３
５―

３
１
３
３

　
麻
生
区
☎
９
６
５―

５
１
１
３

　
宮
前
区
☎
８
５
６―

３
１
３
５

大切な資源は再利用しましょう！！

あなたも　
町
内
会
・
自
治
会
の

ご
近
所
活
動
に

　
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

コロナ禍前の賑わっている長沢納涼盆踊り大会
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たいと思っています。
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Kindle（アマゾン）
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Kindle（アマゾン）

▶Twitter @mahorone1 
▶インスタ @dreamahon_love

大学生の日常コメディ！
程よく田舎、程よく都会？の柿生とは？
柿生VS新百合ヶ丘… まほろん (著) 

新百合ヶ丘駅が開業前は、柿生に
は大きなスーパーもあり、それなり
に賑わっていた。ところが、最近都
市銀行の移転が続くなど大事件も
起きているよだ。大学生たちがコミ
カルに描く柿生がとても楽しい好著
である。

（南生田在勤・男）

読者からのレビュー

長沢商店会・バオムFC川崎・高橋工務店・長沢まちづくり協議会

かわさきSDGsゴールドパートナー
長沢まちづくり協議会
連携企業・団体

地域の SDGs VOL.３

　地域で獲れたものを選ぶだけでも、個人でできる SDGs への取り組
みにつながります。
　長沢地域でも何ヵ所かお野菜の直売所があります。
　地域で採れたお野菜は、新鮮で安全。そして、
美味しいですね。
　さらに地産地消は、輸送にかかるエネルギー
の削減にも役立ちます。
　地域の直売所をご活用ください。

個人で出来る SDGs　直売所でのお買い物

川崎の直売所マップ

主催／多摩区商店街連合会　
協力／多摩エコスタイルプロジェクト
後援／川崎市・川崎市教育委員会

主催／多摩区商店街連合会　
協力／多摩エコスタイルプロジェクト
後援／川崎市・川崎市教育委員会

私の街の SDGs私の街の SDGs
川柳コンテスト川柳コンテスト川柳コンテスト川柳コンテスト
募集期間 令和 4年令和 4年

賞　品

テーマ

Newニンテンドー 2DS LL　他

チラシ&応募用紙

長沢商店会加盟店で配布

長沢から
　たくさん応募
　　しましょう

身近に感じた SDGs
 ～ＳＤＧｓの１７目標すべてが対象です～
身近に感じた SDGs
 ～ＳＤＧｓの１７目標すべてが対象です～

令和３年度　
田園調布学園大学　
第 48 回公開講座のお知らせ

作品
募集

障害の重い人たちの
　　生涯学習支援の現状と課題
－様々な視点から支援を考える－

障害の重い人たちの
　　生涯学習支援の現状と課題
－様々な視点から支援を考える－

20222 26土曜日 13:3015:00

田園調布学園大学
２号館　221 教室

参加申込方法
　① 氏名 ② 性別 ③ 年齢④ 住所 ⑤ 電話番号
　⑥ メールアドレス （以上必須） を E mail でお送り
いただき、お申込みください。 とく に ⑥ メールアドレ
スは ZOOM開催の 場合 に必要となります。
お申込み先 :c-center@dcu.ac.jp

〈実践報告者 〉
・フュージョンコムかながわ理事長 成田 裕子 氏
・県立スポーツセンター専門員 奥野 康子氏
・田園調布学園大学サークル BONDS 部長 磯部 雅斗氏
・利用者保護者 朝比奈 和子氏

講師 新井 雅明　教授
      　　　　（田園調布学園大学）

申込 締切日： 2 月 18 日（ 金 ) 17 時
定員 40 名 （先着順 )
※コロナ対策のため定員数を調整しております。
※ZOOM オンライン開催とな る場合があります。

主催： 田園調布学園大学 【川崎市教育委員会連携事業】

　坂道を下ってバス通りのブックオフによく行く。
　帰りは西松屋脇の道だ。
　橋を渡ると急な上り坂になる。ゆるくカーブしたその坂道をえい
やこらと進み…あー、先が見えたなと思うと右手に「椿コーポ」と
看板を掲げた建物がある。
　高校時代の同級生、椿クンを思い出して、ここの大家さんも椿
さんなのかと勝手に思っていた。
　去年の春先、ふうふう坂を上り、コーポ手前のお地蔵さまに軽
くお辞儀をして顔を上げると赤い花が目に飛び込む。コーポ前の
駐車場手前にお地蔵様を囲むように二本のやぶ椿が満開だった。
　椿は、深く濃い緑の葉がつやめき、真っ赤な花びらに包まれた
茶せんのような白い雄しべの真ん中は黄色、その花がそこここに赤く輝いている。緑と赤が鮮やかな春の
光景だ。
　見事な椿を見て、名前はここからきているのだとまたも勝手にながら、確信した。
　そして、子供の頃を思い出した、小学校 2年か 3年の時に近所の竹やぶの端っこに大きなやぶ椿の木
があった。木のすぐ横にはコンクリートの高い塀。幼なじみのやっこちゃんと、置きっぱなしのはしごを使っ
て塀の上に腰かけ、時にまたがり、満開の椿の花を次 と々むしり取った。ままごと用にポケットに詰めたり、
バカっと二つ割りにして蜜をなめて下にポイっと捨てた。花は取っても取ってもたくさんあった。
　はしごをのぼるってわくわくするし、塀の上からはいつもと違う眺めが見られるし、花は取り放題・・・・。
　楽しい遊びだった。通りがかった大人に叱られてその場は降りたが、次の日はまた上った。
　         ある時、はしごが見当たらなくなってガッカリ・・・・・・というもの。
                        　あの頃はやせっぽちだったなぁ、などとあれこれ思い出しつつ坂道に足を進めた。

『柿生タヌキ事情』
             コミックス発売
『柿生タヌキ事情』
             コミックス発売
『柿生タヌキ事情』
             コミックス発売

えい
」と

椿

軽
の

た
に赤く輝いている。緑と赤が鮮やかな春の

にゃあちゃん

まきちゃん

椿の思い出

さし絵
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